
呂
公
に
つ
い
て
の
一
考
察

楠
　
山
　
修
　
作

　
　
　
　
　
　
一

　
呂
公
と
い
う
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
漢
の
高
祖
劉
邦
の
皇

后
呂
后
の
父
の
こ
と
で
あ
る
。
呂
后
に
つ
い
て
は
、
高
祖
の
創
業

に
内
助
の
功
あ
り
、
高
祖
没
後
は
臨
朝
称
制
し
た
ほ
ど
の
女
傑
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
史
記
に
は
特
に
本
紀
を
設
け
て
詳
細
に

記
述
し
て
い
る
。
し
か
る
に
彼
女
の
父
呂
公
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
お
そ
ら
く
そ
の
故
で
あ
ろ
う
、
呂
公
に
関
す
る
研
究
は
、
管
見

で
は
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
極
め
て
乏
し
く
、
否
、
む
し
ろ
皆

無
に
近
く
、
例
え
ば
、
戦
前
に
出
た
『
東
洋
歴
史
大
辞
典
』
、
戦

後
に
出
た
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
、
と
も
に
「
呂
公
」
の
項
目
は

な
く
。
、
「
呂
（
皇
）
后
」
、
「
呂
氏
の
乱
」
等
の
記
述
の
中
に
す
ら
、

そ
の
名
が
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
無
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

た
と
え
資
料
が
極
端
に
欠
乏
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
呂
公
は

そ
の
よ
う
に
無
視
さ
れ
て
い
て
よ
い
存
在
で
あ
ろ
う
か
。

　
西
嶋
定
生
氏
は
、
秦
漢
帝
国
に
つ
い
て
述
べ
た
概
説
書
に
お
い

て
、
　
　
か
れ
（
劉
邦
）
は
亭
長
で
あ
っ
た
と
き
、
浦
に
流
寓
し
て
来

　
た
単
父
の
ひ
と
呂
公
の
女
（
娘
）
を
娶
っ
た
。
こ
れ
が
の
ち
の

　
呂
后
（
名
は
雛
、
字
は
峨
妁
）
で
あ
る
。
呂
公
も
声
望
の
あ
る
人

　
で
は
あ
っ
た
が
、
流
寓
者
で
あ
り
、
社
会
的
な
勢
力
を
も
つ
豪

　
族
で
は
な
か
っ
た
。

と
書
き
、
呂
公
に
若
干
一
言
及
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
未
だ
し
の
感

は
拭
え
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
宮
崎
市
定
氏
の
次
の
文
は
、
簡
単
で
は
あ
る

が
、
漢
帝
国
成
立
時
に
お
け
る
呂
公
の
事
績
を
積
極
的
に
評
価
さ

れ
て
い
て
、
示
唆
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
そ
も
そ
も
高
祖
の
事
業
は
、
江
蘇
省
の
浦
県
、
豊
県
を
中
心

　
と
す
る
郷
党
の
団
結
を
地
盤
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
呂
后
の
父
、

　
呂
公
は
大
財
産
家
で
あ
り
、
秦
の
時
代
に
仇
を
避
け
る
た
め
、

　
浦
の
県
令
を
頼
っ
て
移
住
し
て
来
た
が
、
そ
の
財
力
に
よ
っ
て
、

　
高
祖
以
下
、
後
に
宰
相
と
な
っ
た
蕭
何
、
陳
平
等
も
彼
の
前
に

　
は
頭
が
上
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
高
祖
の
死
後
、
呂
太
后
が
専

　
横
に
振
舞
っ
て
も
、
朝
廷
の
大
臣
等
は
こ
れ
ま
で
の
情
勢
に
押

　
さ
れ
て
反
対
を
唱
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
反
っ
て
太
后
に
阿
訣
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し
て
そ
の
意
に
逆
わ
ざ
る
よ
う
に
努
め
る
状
態
で
あ
っ
た
。

　
氏
は
、
呂
公
の
こ
と
を
「
大
財
産
家
」
と
呼
び
、
そ
の
「
財

力
」
に
物
を
言
わ
せ
て
漢
朝
成
立
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
を
ほ

の
め
か
せ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
財
産
の
由
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ

は
説
明
し
て
お
ら
れ
な
い
。
こ
の
財
産
は
ど
こ
に
由
来
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
二

　
本
節
で
は
、
史
記
八
高
祖
本
紀
に
み
え
る
呂
公
関
係
の
記
載
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
原
文
、
次
に
書
き
下
し

文
を
掲
げ
る
。

　
　
単
父
人
呂
公
、
善
浦
令
。
避
仇
、
従
之
客
。
因
家
浦
焉
。
浦

　
中
豪
傑
吏
、
聞
令
有
重
客
、
皆
往
賀
。
蕭
何
為
主
吏
。
主
進
。

　
令
諸
大
夫
曰
、
進
不
満
干
銭
、
坐
之
堂
下
。
高
祖
為
亭
長
。
素

　
易
諸
吏
。
乃
給
為
謁
曰
。
賀
銭
万
。
実
不
持
一
銭
。
謁
入
。
呂

　
公
大
驚
、
起
迎
之
門
。
呂
公
者
好
相
人
。
見
高
祖
状
貌
、
因
重

　
敬
之
、
引
入
坐
。
蕭
何
曰
。
劉
季
固
多
水
言
、
少
成
事
。
高
祖

　
因
押
侮
諸
客
、
遂
坐
上
坐
、
無
所
拙
。
酒
閑
、
呂
公
因
目
、
囚

　
留
高
祖
。
高
祖
竟
酒
後
、
呂
公
目
。
臣
少
好
相
人
。
相
人
多
矣
。

　
無
如
季
相
。
願
季
自
愛
。
臣
有
息
女
。
願
為
季
箕
帚
妾
。
酒
罷
。

呂
姐
怒
呂
公
曰
。
公
始
常
欲
奇
此
女
与
貴
人
。
浦
令
善
公
。
求

之
不
与
。
何
自
妄
許
与
劉
季
。
呂
公
曰
。
此
非
児
女
子
所
知
也
。

卒
与
劉
季
。
呂
公
女
乃
呂
后
也
。
生
孝
恵
帝
・
魯
元
公
主
。

　
単
父
の
人
呂
公
、
浦
の
令
に
１
　
し
。
仇
を
避
け
て
、
こ
れ
に

従
い
て
客
た
り
、
因
っ
て
浦
に
家
す
。
浦
中
の
豪
傑
の
吏
、
令

に
重
客
あ
り
と
聞
き
、
皆
往
き
て
賀
す
。
蕭
何
は
主
吏
た
り
て
、

進
を
主
る
。
諸
大
夫
に
令
し
て
曰
く
、
「
進
の
千
銭
に
満
た
ざ

る
は
、
こ
れ
を
堂
下
に
坐
せ
し
め
よ
」
と
。

　
高
祖
、
亭
長
と
為
り
、
素
よ
り
諸
吏
を
易
（
侮
）
る
。
乃
ち

給
（
欺
）
き
て
謁
を
為
り
て
曰
く
、
「
賀
銭
、
万
」
と
。
実
は

一
銭
を
持
た
ず
。
謁
、
入
る
。
呂
公
、
大
い
に
驚
き
、
起
ち
て

こ
れ
を
門
に
迎
う
。
呂
公
は
好
み
て
人
を
相
す
。
高
祖
の
状
貌

を
見
て
、
因
り
て
重
く
こ
れ
を
敬
し
、
引
き
入
れ
て
（
上
座
に
）

坐
さ
し
め
ん
と
す
。
蕭
何
曰
く
、
「
劉
季
は
固
よ
り
大
言
多
く
、

事
を
成
す
こ
と
少
な
し
」
と
。

　
高
祖
、
諸
客
を
押
侮
せ
る
に
因
り
、
遂
に
上
坐
に
坐
し
、
拙

（
屈
）
す
る
所
な
し
。
酒
、
閲
く
。
呂
公
、
因
り
て
目
し
て
、

固
く
高
祖
を
留
む
。
高
祖
の
酒
を
竟
え
し
後
、
呂
公
曰
く
、

「
匝
、
少
き
よ
り
、
好
ん
で
人
を
相
す
。
人
を
相
す
る
こ
と
多

さ
も
、
季
の
相
に
如
く
は
な
し
。
願
わ
く
は
、
季
、
自
愛
せ
よ
。
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臣
に
息
女
あ
り
。
願
わ
く
は
、
季
が
箕
帚
の
妾
と
為
さ
ん
こ
と

を
」
と
。

　
酒
、
罷
む
。
呂
賦
、
呂
公
に
怒
り
て
曰
く
、
「
公
、
始
め
よ

り
常
に
此
の
女
を
奇
と
し
て
貴
人
に
与
え
ん
と
欲
す
。
浦
の
令

は
公
に
善
き
に
、
こ
れ
を
求
む
れ
ど
も
与
え
ず
。
何
ぞ
自
ら
妄

り
に
劉
季
に
与
え
る
を
許
す
や
」
と
。
呂
公
曰
く
、
「
此
れ
児

女
子
の
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
卒
に
劉
季
に
与
う
。
呂

公
の
女
は
、
乃
ち
呂
后
な
り
。
孝
恵
帝
・
魯
元
公
主
を
生
む
。

　
右
の
文
を
何
気
な
く
卒
読
す
れ
ば
、
別
に
問
題
は
な
い
よ
う
に

解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
再
読
三
読
し
て
み
る
と
、
ど
う

も
肺
に
お
ち
な
い
、
解
せ
な
い
と
こ
ろ
が
多
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
ま
ず
劉
邦
で
あ
る
が
、
自
己
よ
り
上
位
の
役
人
に
対
す
る
尊
大

な
態
度
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
場
面
の
前
の
記
載
に

　
　
壮
に
及
び
、
試
み
ら
れ
て
吏
と
為
り
、
泗
水
の
亭
長
た
り
。

　
廷
中
の
吏
、
押
侮
せ
ざ
る
所
な
し
。

と
あ
り
、
伏
線
を
張
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
殊
更
に
上
級
役
人
を

侮
蔑
す
る
態
度
が
、
試
用
任
用
期
間
中
の
亭
長
の
身
分
の
者
と
し

て
は
、
い
か
に
も
大
き
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
一
銭
の
所

持
金
も
な
い
癖
に
「
お
祝
い
金
一
万
銭
持
参
」
と
謁
（
名
刺
）
に

書
い
て
出
す
。
蕭
何
か
「
劉
の
お
と
ん
ぼ
の
大
ぼ
ら
は
い
ま
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
」
と
い
う
批
判
の
と
お
り
で
あ
る

と
し
て
も
、
そ
れ
以
上
に
な
に
か
、
自
負
、
自
信
の
よ
う
な
も
の

を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
感
じ
と
れ
る
。

　
一
方
、
呂
公
の
方
は
と
い
え
ば
、
県
令
の
重
要
な
客
人
と
さ
れ

て
い
た
ほ
ど
の
地
位
の
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
劉
邦
の
さ
し
出
し

た
謁
を
見
て
大
い
に
驚
い
た
の
は
不
可
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
相
を

観
る
の
を
得
意
と
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
が
、
そ
れ
の
み
で
最

愛
の
娘
呂
雛
を
劉
邦
に
嫁
が
せ
る
こ
と
に
す
る
の
も
肯
け
な
い
。

し
か
も
、
そ
れ
は
浦
の
県
令
の
要
求
が
あ
っ
て
も
承
諾
し
な
か
っ

た
上
、
妻
呂
嬉
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
こ
の
両
者
の
出
会
い
は
、
ど
う
も

作
為
的
で
不
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
両
者
は
実
は
こ
れ
が
初
対
面
で
は
な
く
、
こ
れ
以
前
に
既
に

何
ら
か
の
形
で
接
触
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
対
面
に
備
え
て
、
か
な
り
突
っ
こ

ん
だ
深
い
話
し
合
い
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
さ
て
こ
そ
、
浦
県
内

の
吏
が
集
合
し
た
機
会
に
預
め
打
合
わ
せ
て
い
た
筋
書
ど
お
り
の

芝
居
気
た
っ
ぷ
り
の
演
技
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
呂
公
が
浦
に
来
た
理
由
と
し

て
仇
を
避
け
て
と
い
う
の
も
単
な
る
口
実
で
あ
っ
て
、
真
実
は
、
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劉
邦
と
の
連
合
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
さ
え

考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
三

　
前
節
で
の
私
の
推
測
に
関
連
し
て
、
本
節
で
は
、
呂
姐
が
呂
公

に
対
し
て
発
し
た
「
公
始
常
欲
奇
此
女
与
貴
人
」
の
解
釈
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
。
こ
の
言
葉
は
そ
の
ま
ま
漢
書
一
高
帝
紀
に
記

載
さ
れ
、
顔
師
古
の
注
に

　
　
師
古
曰
く
、
奇
は
異
な
り
。
こ
れ
を
顕
ら
か
に
し
て
異
な
ら

　
し
め
、
貴
人
に
嫁
が
し
め
ん
こ
と
を
謂
う
。

と
あ
り
、
王
先
謙
の
補
注
に

　
　
朱
子
文
曰
く
、
欲
の
字
は
宜
し
く
女
の
字
の
下
に
あ
る
べ
し
。

　
当
に
公
、
始
め
は
常
に
此
の
女
を
奇
と
し
、
貴
人
に
与
え
ん
と

　
欲
す
、
と
日
う
べ
く
、
（
こ
う
し
た
方
が
）
文
に
お
い
て
順
な
り
、

　
　
王
念
孫
曰
く
、
朱
の
説
は
非
な
り
。
欲
の
字
は
本
よ
り
奇
の

　
字
の
上
に
在
り
。
外
戚
伝
に
、
裕
光
夫
人
顕
、
淳
于
術
に
謂
い

　
て
云
う
、
「
将
軍
素
よ
り
小
女
成
君
を
愛
す
。
こ
れ
を
奇
貴
と

　
せ
ん
と
欲
す
」
と
の
語
あ
り
。
意
は
此
れ
と
相
似
た
り
。

　
　
史
記
亦
だ
「
常
欲
奇
此
女
与
貴
人
」
に
作
る
。
欲
の
字
を
貴

　
人
に
与
え
ん
の
上
に
移
す
を
得
ざ
る
な
り
、
と
。

　
す
な
わ
ち
顔
師
古
は
、
奇
を
異
と
同
意
と
し
、
娘
を
才
色
と
も

に
人
並
離
れ
た
異
彩
を
放
つ
よ
う
に
し
て
貴
人
に
嫁
が
せ
よ
う
と

し
た
、
と
解
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
朱
子
文
は
、
そ
れ
な
ら
ば
、

欲
の
字
の
位
置
を
変
え
て
、
「
公
始
常
奇
此
女
、
欲
与
貴
人
」
と

書
く
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
主
張
し
た
。
王
念
孫
は
、
朱
子
文
の
こ

の
説
に
反
対
し
、
漢
書
外
戚
伝
の
崔
光
夫
人
顕
の
語
に
「
欲
奇
貴

之
」
と
あ
る
の
を
引
き
、
意
味
が
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
。
王
先

謙
ま
た
王
念
孫
に
左
祖
し
、
史
記
に
も
あ
る
か
ら
朱
説
の
よ
う
に

欲
の
字
を
移
し
替
え
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
、
と
い
う
。

　
し
か
し
、
漢
書
九
七
外
戚
伝
を
ひ
も
と
く
と
、
該
当
箇
所
の
少

し
前
に

　
　
雷
光
夫
人
顕
、
欲
貴
其
小
女
。

と
あ
り
、
奇
の
字
は
見
え
て
い
な
い
。
王
念
孫
の
引
く
「
欲
奇
貴

之
」
の
貴
の
字
は
貨
の
字
の
誂
で
あ
っ
て
本
来
は
、
「
欲
奇
貨
之
」

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
る
。
要
す
る
に
両
王
氏

の
奇
字
必
要
説
は
通
じ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
顔
師
古
の
よ
う
に
解

す
る
な
ら
ば
、
朱
子
文
の
説
の
方
が
筋
が
通
っ
て
い
る
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
史
記
会
注
考
証
に
引
く
呂
姐
の
語
の
解
釈
を
、
既
述
の

顔
師
古
、
王
念
孫
の
説
を
省
い
て
、
掲
げ
、
検
討
す
る
。
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中
井
積
徳
曰
く
、
奇
は
是
れ
「
奇
貨
可
居
」
の
奇
に
し
て
、

　
此
の
女
を
以
て
奇
貨
と
為
し
、
貴
人
に
与
え
て
以
て
利
を
釣
ら

　
ん
と
欲
す
る
を
謂
う
、
と
。

　
　
盧
文
昭
曰
く
、
欲
奇
云
々
と
は
、
呂
公
自
ら
己
れ
の
意
を
以

　
て
、
こ
れ
を
奇
と
し
異
と
せ
ん
と
す
る
な
り
。
外
戚
世
家
に
、

　
王
太
后
の
母
戚
児
、
両
児
を
ト
す
る
に
、
皆
、
貴
な
る
べ
し
。

　
曰
く
、
両
女
を
奇
と
せ
ん
と
欲
す
云
々
、
と
。
文
法
正
に
同
じ

　
な
り
、
と
。

　
　
鳳
曽
叙
曰
く
、
「
欲
奇
此
女
」
と
は
、
始
め
此
の
女
を
顕
異

　
せ
ん
と
欲
し
、
而
う
し
て
貴
人
に
嫁
せ
ん
、
と
言
う
な
り
。
欲

　
の
字
は
奇
の
字
の
上
に
在
り
て
、
語
意
甚
だ
明
ら
か
な
り
、
と

　
　
岡
白
駒
曰
く
、
与
の
上
に
一
つ
の
欲
の
字
を
省
く
。
史
文
に

　
此
の
類
多
し
、
と
。

　
　
愚
、
按
ず
る
に
、
猶
お
、
貴
人
に
与
え
て
、
以
て
此
の
女
を

　
奇
と
せ
ん
と
欲
す
る
を
言
う
が
ご
と
し
（
猶
言
欲
与
貴
人
以
奇
此

　
女
）
。
奇
の
字
、
顔
説
、
是
な
り
。
必
ず
し
も
奇
貨
の
奇
と
読

　
ま
ず
、
と
。

　
右
の
諸
説
の
中
で
盧
氏
以
下
の
四
氏
の
説
は
、
顔
師
古
説
に
与

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
盧
文
昭
の
引
く
史
記
四
九
外
戚
世
家

の
該
当
箇
所
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
王
太
后
は
槐
里
の
人
。
母
は
威
児
と
曰
う
。
（
中
略
）
戚
児

　
の
長
女
嫁
し
て
金
王
孫
の
婦
と
為
り
、
一
女
を
生
む
。
而
し
て

　
威
児
こ
れ
を
ト
斌
せ
し
め
る
に
曰
く
、
両
女
皆
当
に
貴
な
る
べ

　
し
、
と
。
因
り
て
、
両
女
を
奇
と
せ
ん
と
欲
し
、
乃
ち
金
氏
よ

　
り
奪
わ
ん
と
す
（
因
欲
奇
両
女
乃
奪
金
氏
）
。

　
こ
の
文
の
索
隠
に

　
　
奇
者
、
異
之
也
。
漢
書
作
倚
。
倚
者
依
也
。

と
あ
り
、
同
じ
く
正
義
に
は

　
　
奇
作
倚
。
（
中
略
）
問
ト
策
。
両
女
当
貴
。
乃
依
侍
之
。
故

　
奪
金
氏
之
女
。

と
あ
っ
て
、
漢
書
は
、
奇
の
字
を
倚
と
解
し
、
索
隠
、
正
義
と
も

に
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

　
鳳
、
岡
両
氏
の
説
は
、
顔
師
古
の
説
を
継
い
で
い
る
に
過
ぎ
ず
、

滝
川
氏
の
説
は
、
氏
の
言
の
如
く
ん
ば
、
む
し
ろ
、
「
欲
与
貴
人

以
奇
此
女
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
右
四
説
と
判
然
と
異
な
り
、
他
を
圧
し
て
屹
然
と
聳
立
し
て
い

る
の
が
、
積
徳
先
生
の
高
説
で
あ
る
と
私
は
判
断
す
る
。
中
井
説

に
出
て
く
る
「
奇
貨
可
居
」
の
語
は
、
泰
の
相
国
、
文
信
侯
呂
不

縁
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
呂
不
縁
と
呂
公
、
こ
の
氏
を
同
じ
く
す
る
両
人
の
関
係
に
つ
い

て
、
従
来
、
一
顧
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
私
に
は
不
思
議

に
思
え
て
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
結
局
は
こ
の
両
人
の
関
係
に
つ
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い
て
考
え
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
次
節
で
は
、
呂
不

偉
に
つ
い
て
、
特
に
呂
公
と
の
関
わ
り
に
重
点
を
お
い
て
見
て
ゆ

き
た
い
。

　
　
　
　
　
四

　
史
記
八
五
呂
不
作
列
伝
は
、
次
の
文
か
ら
始
ま
る
。

　
　
呂
不
葦
な
る
者
は
、
陽
狸
の
大
買
人
な
り
。
往
来
し
て
賤
き

　
を
販
い
、
貴
き
を
売
り
て
、
家
に
千
金
を
累
ぬ
。

　
安
値
で
買
い
高
値
で
売
っ
て
儲
け
る
の
は
、
商
業
の
常
套
で
あ

る
が
、
商
品
と
し
て
何
を
と
り
扱
っ
た
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
蓄
積
し
た
千
金
の
額
は
普
通
で
は
な
い
。
史
記
一

二
九
貨
殖
列
伝
に

　
　
諺
に
曰
く
、
千
金
の
子
は
市
に
死
せ
ず
、
と
。
此
れ
空
言
に

　
非
ざ
る
な
り
。

と
あ
り
、
ま
た
、
同
四
一
越
王
句
践
世
家
の
陶
朱
公
の
こ
と
ば
に

　
　
人
を
殺
せ
ば
死
す
は
職
（
常
）
な
り
。
然
れ
ど
も
吾
れ
聞
く
、

　
千
金
の
子
は
市
に
死
せ
ず
、
と
。

と
あ
り
、
千
金
は
死
罪
を
も
免
れ
さ
せ
る
ほ
ど
の
ひ
と
か
ど
の
財

産
と
い
う
通
念
が
あ
る
。
も
っ
て
千
金
の
巨
富
な
る
こ
と
が
知
ら

れ
、
こ
れ
だ
け
で
も
呂
不
鼻
は
、
発
財
致
富
し
た
と
称
す
べ
く
、

貨
殖
列
伝
に
列
せ
ら
れ
る
資
格
を
有
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
不
鼻
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
が
出
発
点
で
あ
る
。

　
貨
殖
列
伝
に

　
　
夫
れ
貧
を
用
っ
て
富
を
求
む
る
は
、
農
は
工
に
如
か
ず
、
工

　
は
商
に
如
か
ず
、
繍
文
を
刺
す
は
市
門
に
倚
る
に
如
か
ず
。
此

　
れ
末
業
は
貧
者
の
資
な
る
を
言
う
な
り
。

と
あ
り
、
「
貧
者
の
資
（
富
を
求
め
る
手
段
）
」
つ
ま
り
末
業
（
商

業
）
で
富
者
と
な
っ
た
不
祥
は
、

　
　
そ
の
対
象
を
商
品
か
ら
人
間
に
移
し
た
、
世
に
も
稀
な
る
投

　
資
家
で
あ
る
。

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
呂
不
祥
が
、
趙
の
都
祁
耶
に
来
て
目
に
と
ま
っ
た
の
が
、
秦
の

太
子
安
国
君
（
後
の
孝
文
王
）
と
夏
姫
と
の
開
に
で
き
た
異
人
（
子

楚
）
で
、
趙
の
人
質
と
な
っ
て
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
手

許
不
如
意
で
貧
乏
暮
し
の
異
人
が
、
不
鼻
の
投
資
の
対
象
と
な
っ

た
。
奇
貨
居
く
べ
し
。

　
異
人
の
所
へ
出
か
け
た
呂
不
祥
と
彼
と
の
対
話
が
興
味
深
い
。

　
　
乃
ち
往
き
て
子
楚
を
見
て
説
き
て
曰
く
、
「
吾
、
能
く
子
の

　
門
を
大
き
く
せ
ん
」
と
。
子
楚
笑
っ
て
曰
く
「
且
ら
く
自
ら
の

　
門
を
大
に
し
、
而
し
て
乃
ち
吾
が
門
を
大
に
せ
よ
」
と
。
呂
不

　
葦
曰
く
「
子
は
知
ら
ざ
る
な
り
。
吾
が
門
は
子
の
門
を
待
ち
て
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大
と
な
ら
ん
」
と
。
子
楚
、
心
に
（
不
章
が
）
謂
う
所
を
知
り
、

　
乃
ち
引
吉
て
与
に
坐
し
深
語
す
。

　
こ
の
密
談
深
語
の
内
容
は
、
要
す
る
に
、
不
縁
の
千
金
を
資
金

と
し
て
、
子
楚
を
太
子
の
愛
す
る
（
し
か
し
、
子
ど
も
が
で
き
て
い

な
い
）
華
陽
夫
人
の
適
嗣
子
と
し
、
後
に
太
子
と
な
る
道
を
拓
く
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
密
謀
を
聴
い
た
子
楚
は
、
頓
首
し

て
、
「
き
っ
と
君
の
計
略
ど
お
り
に
な
る
な
ら
、
秦
の
国
を
分
け

て
君
と
共
有
さ
せ
て
も
ら
お
う
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

　
そ
こ
で
不
縁
は
、
五
百
金
を
小
遣
い
と
し
て
子
楚
に
与
え
、
残

り
の
五
百
金
で
婦
人
の
喜
び
そ
う
な
珍
品
、
愛
玩
品
を
購
入
し
て

秦
に
入
り
、
適
当
に
ば
ら
ま
い
て
首
尾
よ
く
子
楚
を
安
国
君
、
夏

陽
夫
人
の
適
子
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
呂
不
縁
は
都
鄙
に
絶
世
の
美
女
を
囲
っ
て
い
た
が
、
彼
女
を
見

染
め
た
子
楚
に
請
わ
れ
て
、
ゆ
き
が
か
り
上
や
む
を
え
ず
与
え
る

こ
と
に
し
た
。
彼
女
が
都
耶
で
産
ん
だ
の
が
政
（
後
の
始
皇
帝
）

で
、
実
は
不
縁
の
子
で
あ
る
と
史
記
は
伝
え
る
が
、
私
は
疑
わ
し

い
と
思
う
。
た
だ
、
子
楚
夫
人
と
な
っ
た
こ
の
女
性
と
不
鼻
と
の

仲
は
ず
っ
と
続
き
、
後
に
不
縁
の
失
脚
の
原
因
と
な
っ
た
。
以
上

の
と
こ
ろ
ま
で
が
、
起
承
転
結
で
言
え
ば
、
起
の
段
に
あ
た
る
。

　
次
に
、
承
の
段
で
あ
る
。
安
国
君
は
即
位
一
年
に
し
て
莞
じ
、

代
っ
て
立
つ
だ
の
が
子
楚
す
な
わ
ち
荘
襄
王
で
あ
る
。

　
　
荘
襄
王
の
元
年
、
呂
不
鼻
を
以
て
丞
相
と
為
し
、
封
じ
て
文

　
信
侯
と
為
し
、
河
南
の
雛
陽
の
十
万
戸
を
食
ま
し
む
。

　
さ
ら
に
荘
襄
王
も
即
位
三
年
で
莞
じ
、
太
子
政
が
十
三
歳
で
即

位
す
る
。

　
　
呂
不
鼻
を
尊
ん
で
相
国
と
為
し
、
号
し
て
仲
父
と
称
す
。
秦

　
王
年
少
（
若
）
く
、
太
后
時
々
窃
か
に
呂
不
鼻
と
私
通
す
。
不

　
諒
の
家
憧
万
人
あ
り
。

　
こ
の
憧
と
い
う
の
は
奴
婢
（
奴
隷
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
貨
殖

列
伝
に
年
間
二
十
万
銭
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
扱
う
商
品
の
例
と

し
て
、

　
　
憧
の
手
の
指
千
。

と
あ
り
、
宮
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
憧
百
人
の
意
で
、
一
人
価

一
万
銭
の
憧
を
一
万
二
千
銭
で
売
り
、
口
銭
一
人
二
千
銭
、
百
人

で
計
二
十
万
銭
を
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
家
憧
万
人

と
は
、
し
た
が
っ
て
、
一
億
銭
（
万
金
）
に
当
た
る
額
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
当
時
、
魏
に
信
陵
君
、
楚
に
春
申
君
、
趙
に
平
原

君
、
斉
に
孟
嘗
君
が
い
て
、
食
客
を
集
め
、
互
い
に
競
合
し
て
い

た
。
い
わ
ゆ
る
戦
国
の
四
公
子
で
あ
る
。

　
　
呂
不
踪
も
秦
の
強
さ
を
以
て
如
か
ざ
る
を
羞
じ
、
亦
だ
士
を

　
招
致
し
て
、
こ
れ
を
厚
遇
す
。
食
客
三
千
人
に
至
る
。

　
四
公
士
の
向
う
を
張
っ
て
食
客
三
千
人
を
招
致
し
た
不
鼻
は
、
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彼
ら
を
使
っ
て
一
大
文
化
事
業
を
起
す
。

　
　
呂
不
葦
、
乃
ち
其
の
客
を
し
て
人
々
に
聞
き
し
所
を
著
さ
し

　
め
、
集
論
し
て
以
て
八
覧
・
六
論
・
十
二
紀
を
為
る
。
二
十
余

　
万
言
な
り
。
以
て
天
地
万
物
古
今
の
事
を
備
う
と
為
す
。
号
し

　
て
呂
氏
春
秋
と
日
う
。

　
す
な
わ
ち
呂
氏
春
秋
の
編
集
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
書
は
単
な

る
文
化
事
業
で
は
な
く
、
来
た
る
べ
き
統
一
国
家
、
そ
の
君
主
は

い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
意
識
を
も
っ
て
編
纂
さ
れ
た
、

い
わ
ば
資
治
の
書
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
に

譲
る
。
以
上
、
こ
こ
ま
で
が
、
承
の
段
で
あ
る
。
次
に
転
の
段
に

移
ろ
う
。

　
　
　
　
　
五

　
既
述
の
よ
う
に
、
呂
不
霖
と
彼
の
も
と
の
愛
人
す
な
わ
ち
現
太

后
と
の
不
倫
の
関
係
は
続
い
て
い
た
。
不
鼻
は
両
人
の
仲
の
発
覚

を
恐
れ
、
巨
根
の
男
膠
毒
を
宦
君
と
詐
っ
て
太
后
に
勧
め
る
。
果

し
て
太
后
は
毒
を
寵
愛
し
、
遂
に
は
両
人
の
間
に
二
人
の
子
ど
も

ま
で
生
ま
れ
た
。
彼
女
の
行
く
所
、
甫
は
常
に
つ
き
従
い
、
賞
賜

甚
だ
厚
く
、
万
事
が
彼
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
膠
毒
の
家
憧
数
千
人
あ
り
。
諸
客
の
宦
（
仕
）
え
ん
と
求
め

　
て
膠
毒
の
舎
人
と
為
る
も
の
干
余
人
。

と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。

　
始
皇
帝
の
九
年
（
三
二
八
）
、
膠
毒
の
こ
と
を
告
発
す
る
者
が

あ
っ
て
、
太
后
と
の
密
事
が
明
る
み
に
出
た
。
毒
の
三
族
は
抹
殺
、

太
后
と
の
間
の
両
子
も
殺
さ
れ
、
太
后
は
雍
に
移
さ
れ
、
彼
の
舎

人
は
家
を
没
収
さ
れ
て
蜀
に
移
さ
れ
た
。
呂
不
踪
は
と
い
う
と
、

　
　
王
、
相
国
を
抹
せ
ん
と
欲
せ
し
も
、
其
の
先
王
に
奉
ぜ
し
功

　
の
大
に
し
て
、
及
だ
賓
客
弁
士
の
為
に
游
説
す
る
者
衆
き
が
為

　
に
、
王
、
法
に
致
す
に
忍
び
ず
。

と
あ
っ
て
、
危
う
く
難
を
逃
れ
た
。

　
し
か
し
、
翌
年
（
始
皇
帝
十
年
、
二
三
七
）
、
相
国
呂
不
葦
は
罷

免
さ
れ
、
封
地
の
河
南
に
往
か
さ
れ
た
。
い
よ
い
よ
結
の
段
で
あ

る
。
　
　
歳
余
に
し
て
、
諸
侯
の
賓
客
使
者
道
に
相
望
み
文
信
侯
に
請

　
う
。
秦
王
、
其
の
変
を
為
さ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
乃
ち
文
信
侯
に

　
書
を
賜
い
て
曰
く
、
「
君
、
秦
に
何
の
功
あ
り
て
、
秦
、
河
南

　
に
封
じ
、
十
万
戸
を
食
ま
し
め
し
や
。
君
、
秦
に
何
の
親
あ
り

　
て
、
号
し
て
仲
父
と
称
せ
し
や
。
其
れ
家
属
と
徒
り
て
蜀
に
処

　
れ
」
と
。
呂
不
霖
自
ら
、
梢
く
侵
さ
れ
ん
、
と
度
り
、
抹
さ
れ

　
ん
こ
と
を
恐
れ
て
、
乃
ち
醗
を
飲
み
て
死
す
。
秦
王
の
怒
り
を

　
加
え
し
所
の
呂
不
踪
・
膠
毒
、
皆
己
に
死
せ
り
。
乃
ち
、
皆
謬

-
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毒
の
舎
人
の
蜀
に
遷
世
し
者
を
復
帰
せ
し
む
。

　
以
上
で
呂
不
鼻
列
伝
は
ほ
ぼ
終
る
。
司
馬
遷
は
、
当
時
民
間
に

ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
口
碑
伝
説
を
材
料
と
し
て
列
伝
を
綴
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
史
記
六
秦
始
皇
本
紀
の
呂
不
鼻
に
関
す
る
記
載
は
、

列
伝
に
こ
ま
ご
ま
と
記
さ
れ
た
よ
う
な
叙
述
と
は
趣
を
異
に
す
る
。

　
　
秦
始
皇
帝
者
。
秦
荘
襄
王
子
也
。
荘
襄
王
為
秦
質
子
於
趙
。

　
見
呂
不
縁
姫
。
悦
而
取
之
。
生
姶
皇
。
以
秦
昭
王
四
十
八
年

　
（
二
五
九
）
正
月
。
生
於
郭
耶
。
及
生
名
為
政
。
姓
趙
氏
。

　
　
年
十
三
歳
。
荘
襄
王
死
。
政
代
立
為
秦
王
。
呂
不
縁
為
相
。

　
封
十
万
戸
。
号
曰
文
信
侯
。
招
致
賓
客
游
士
。
欲
以
井
天
下
。

　
李
斯
為
舎
人
。

　
　
八
年
。
膠
毒
封
為
長
信
侯
。
予
之
山
陽
地
。
令
毒
居
之
。

　
…
…
又
以
河
西
太
原
郡
更
為
毒
国
。

　
　
九
年
。
長
信
侯
毒
作
乱
而
覚
。
…
…
ｔ
母
等
敗
走
。

　
　
十
年
。
相
国
呂
不
鼻
坐
膠
毒
免
。

　
　
十
二
年
。
文
信
侯
不
縁
死
。
窃
葬
。

　
　
其
舎
人
臨
者
。
晋
人
也
逐
出
之
。
秦
人
六
百
石
以
上
奪
爵
遷
。

　
五
百
石
以
下
不
臨
遷
。
勿
奪
爵
。
自
今
以
来
。
操
国
事
不
道
如

　
膠
毒
・
不
葦
者
。
籍
其
門
。
視
之
。

　
其
舎
人
以
下
、
視
之
に
至
る
文
は
、
不
葦
の
没
後
の
処
置
と
今

後
を
誠
め
る
布
令
で
あ
る
が
、
不
祥
の
影
響
力
を
恐
れ
て
い
る
故

も
あ
る
の
か
、
そ
の
処
分
は
比
較
的
軽
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特

に
、
不
鼻
一
族
に
対
す
る
処
罰
の
類
は
一
切
記
さ
れ
ず
、
ま
た
、

そ
の
莫
大
な
財
産
が
没
収
さ
れ
た
と
い
う
記
録
も
皆
無
で
あ
る
。

　
以
上
、
呂
不
鼻
に
つ
い
て
か
な
り
の
紙
幅
を
割
い
て
縮
々
述
べ

た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
彼
が
本
稿
の
主
人
公
呂
公
と
関
わ
り
の

あ
る
人
物
と
看
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
ぞ
と
思
い
定
め
た

人
物
に
の
る
か
そ
る
か
の
投
資
を
敢
然
と
行
な
い
、
そ
の
人
物
を

支
配
者
に
成
長
さ
せ
る
と
い
う
ま
さ
に
キ
ン
グ
ー
メ
イ
カ
ー
の
役

割
を
果
た
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
も
莫
大
な
利
益
を
得
る
。
こ

う
い
う
手
法
が
、
呂
不
祥
、
呂
公
に
共
通
し
た
顕
著
な
点
で
あ
る
。

　
両
者
の
間
に
は
似
て
い
て
違
っ
た
点
も
あ
る
。
呂
不
鼻
は
、
子

楚
の
歓
心
を
得
ん
と
し
て
与
え
た
の
は
愛
妾
で
あ
る
が
、
呂
公
が

劉
邦
に
与
え
た
の
は
己
が
愛
娘
で
あ
る
。
彼
は
頻
び
つ
き
が
薄
く

醜
聞
に
つ
な
が
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
た
が
、
此
れ
は
、
舅
と
な

る
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
緊
密
な
関
係
で
あ
り
、
し
か
も
誰
か
ら

も
後
指
を
さ
さ
れ
ぬ
関
係
で
あ
る
。
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六

　
呂
不
鼻
と
呂
公
に
何
ら
か
の
血
縁
関
係
が
あ
っ
た
と
す
る
説
は
、

邦
人
に
お
い
て
は
寡
聞
に
し
て
知
る
こ
と
を
得
な
い
が
、
中
国
の

学
者
で
既
に
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
学
者
が
い
た
。
郭
沫
若
そ
の

人
で
あ
る
。
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　
　
単
父
は
漢
代
に
は
河
内
郡
山
陽
県
（
今
の
河
南
省
修
武
県
）
に

　
あ
た
り
、
呂
不
鼻
の
食
邑
で
あ
る
「
河
南
洛
陽
の
十
万
戸
」
と

　
同
様
に
秦
代
に
は
三
川
郡
に
属
し
て
い
た
。
漢
初
の
河
南
郡
目

　
洛
陽
郡
は
三
川
郡
の
一
部
分
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
コ
戸
五
万
二
千

　
八
百
三
十
九
」
（
漢
書
地
理
志
）
は
わ
ず
か
に
呂
氏
の
戸
口
の
半

　
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
呂
后
の
父
で
あ
る
呂
公
は
呂
不

　
鼻
の
一
族
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
右
の
文
中
の
「
河
内
郡
山
陽
県
（
今
の
河
南
省
修
武
県
）
」
は
、

「
山
陽
郡
（
今
の
山
東
省
単
県
）
」
に
す
べ
く
、
河
南
郡
の
戸
数
は

漢
書
地
理
志
で
は
、
二
七
六
、
四
四
四
戸
で
あ
り
、
郭
氏
の
挙
げ

た
五
二
、
八
三
九
戸
と
い
う
の
は
、
河
南
郡
に
属
す
る
雛
陽
県
の

戸
数
で
あ
る
。
氏
の
示
さ
れ
た
地
理
的
理
由
に
は
問
題
が
残
る
と

し
て
も
、
呂
不
踪
と
呂
公
と
の
間
に
血
縁
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う

可
能
性
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
た
氏
の
高
見
は
高
く
評
価
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　
た
ｙ
、
郭
氏
は
、
呂
不
祥
、
呂
公
の
関
係
を
指
摘
す
る
た
め
に

右
の
文
を
も
の
し
だ
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
そ
れ
に
続
く

次
の
文
を
読
め
ば
明
白
で
あ
る
。

　
　
た
と
い
血
縁
関
係
が
全
然
な
い
と
し
て
も
、
呂
后
の
一
味
は
、

　
呂
后
が
天
下
を
と
る
こ
と
を
合
理
化
す
る
た
め
に
も
、
呂
不
鼻

　
を
そ
の
族
祖
、
秦
の
始
皇
を
そ
の
族
父
と
み
と
め
る
の
が
好
都

　
合
で
あ
る
。
こ
う
す
れ
ば
劉
氏
の
一
党
に
対
し
て
、
天
下
は
本

　
来
わ
が
呂
家
の
天
下
で
あ
り
、
そ
れ
を
お
前
た
ち
劉
家
が
わ
が

　
呂
家
か
ら
奪
い
去
っ
た
の
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
私
か
こ
う

　
言
う
の
も
も
ち
ろ
ん
一
種
の
臆
測
に
す
ぎ
ず
、
や
は
り
直
接
の

　
証
拠
は
な
い
が
、
少
く
と
も
、
秦
の
始
皇
が
呂
不
葦
の
子
だ
と

　
い
う
話
は
、
た
し
か
に
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
だ
と
断
言
で

　
き
よ
う
。

　
す
な
わ
ち
郭
氏
は
、
史
記
列
伝
の
秦
王
政
（
始
皇
帝
）
が
呂
不

岸
の
子
で
あ
る
と
い
う
説
を
否
定
し
、
こ
の
説
は
、
一
つ
の
推
測

で
あ
る
が
と
断
わ
り
な
が
ら
、
呂
后
が
位
に
あ
っ
た
頃
、
呂
氏
の

一
族
で
あ
る
呂
産
や
呂
禄
な
ど
が
担
造
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
考

え
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
主
張
さ
れ
る
た
め
の
文
章
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
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し
か
し
郭
氏
の
こ
の
推
測
は
当
た
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
漢

は
秦
の
悪
政
を
批
判
し
、
こ
れ
を
打
倒
し
て
成
立
し
た
帝
国
で
あ

る
。
「
天
下
を
と
る
こ
と
を
合
理
化
す
る
た
め
に
」
呂
不
霖
や
始

皇
帝
を
族
祖
、
族
父
と
認
め
、
そ
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
は
、

劉
氏
の
代
と
さ
れ
た
漢
代
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
逆
効
果
で
あ
り
、

好
都
合
ど
こ
ろ
か
不
都
合
極
ま
り
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
郭
氏
の
主
張
の
首
肯
し
が
た
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
結
局
、
氏
に
よ
れ
ば
、
呂
不
鼻
と
呂
公
に
血
縁
関
係
が
存
在
す

る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
利
用
し
て
呂
氏
一
族
が
、
自
ら
を
呂

不
譚
と
結
び
つ
け
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
呂
不
霖
と
呂
公
に

何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
て
き
た
私
は
、
異
域
同
思
の
人
を

得
た
と
欣
喜
雀
躍
し
た
の
も
束
の
間
で
、
改
め
て
、
不
譚
と
呂
公

の
間
に
地
理
的
、
年
代
的
に
矛
盾
の
な
い
論
拠
を
探
求
す
る
必
要

が
生
じ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
七

　
列
伝
で
は
、
「
呂
不
霖
な
る
者
は
、
陽
狸
（
現
今
の
河
南
省
萬
県
）

の
大
賢
人
な
り
」
と
言
い
、
戦
国
策
で
は
、
「
肢
陽
（
現
今
の
河
南

省
涙
陽
県
）
の
人
呂
不
踪
、
部
耶
（
現
今
の
河
北
省
耶
耶
市
）
に
賢

す
」
と
あ
り
、
説
が
分
か
れ
て
い
る
。
郭
沫
著
氏
は

　
　
か
れ
は
元
来
濃
陽
の
人
で
あ
る
が
、
資
産
千
金
に
の
ぼ
る
陽

　
掴
の
大
商
人
と
な
り
、
ま
た
趙
国
の
都
祁
耶
で
商
売
を
営
ん
だ

　
り
、
秦
国
の
都
咸
陽
に
赴
い
た
り
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
頃
で

　
は
新
興
の
資
産
階
層
に
属
し
、
七
の
経
済
活
動
の
範
囲
は
山

　
東
・
河
南
・
山
西
・
映
西
の
各
省
に
ま
た
が
っ
て
い
た
こ
と
が

　
わ
か
る
。

と
解
し
て
お
ら
れ
る
。

　
秦
漢
時
代
に
は
商
人
は
市
籍
に
登
録
す
る
義
務
か
お
り
、
七
の

規
制
は
戦
国
時
代
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
諸
国
の

都
市
を
股
に
か
け
て
往
来
活
躍
し
た
不
縁
に
あ
っ
て
み
れ
ば
、
濃

陽
に
あ
る
い
は
陽
掴
に
市
籍
を
有
し
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

呂
公
は
単
父
（
現
今
の
山
東
省
単
県
）
の
人
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
地
は
涙
陽
の
東
南
に
位
置
す
る
要
衝
で
あ
り
、
呂
不
葦
ま
た
こ

の
地
に
市
籍
を
有
し
、
呂
公
が
こ
れ
を
継
承
し
た
こ
と
も
あ
り
う

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
年
代
の
問
題
で
あ
る
が
、
戦
国
時
代
人
は
、
そ
の
没
年
は

か
な
り
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
生
年
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、

確
実
な
年
代
は
知
る
由
も
な
い
か
ら
、
矛
盾
の
な
い
大
体
の
と
こ

ろ
で
満
足
す
る
外
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ま
銭
穆
氏
に
拠
れ
ば
、

呂
不
縁
の
生
卒
年
世
約
数
は
、
二
九
〇
－
二
三
五
で
享
年
五
六
歳

-
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と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
に
従
っ
て
、
不
霖
の
経
歴
に
関
す
る

重
要
事
項
を
抽
出
し
て
年
代
順
に
記
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

二
九
〇
頃
　
呂
不
片
生
ま
れ
る
。

二
六
五
　
　
安
国
君
、
秦
の
太
子
と
な
る
。

二
四
九
　
　
秦
荘
襄
王
元
年
、
不
鼻
相
と
な
る
。

二
四
七
　
　
李
斯
、
不
葦
の
舎
人
と
な
る
。

二
四
〇
頃
　
不
片
の
賓
客
、
書
を
著
わ
す
。

二
三
七
　
　
不
片
、
相
を
免
ぜ
ら
る
。

二
三
五
　
　
呂
不
葦
、
卒
す
。

　
呂
不
祥
が
秦
の
相
国
と
な
っ
た
の
は
、
男
盛
り
の
四
十
歳
前
後

の
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
不
祥
が
呂
公
の
父
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
お

そ
ら
く
二
六
五
年
頃
、
不
祥
二
十
五
歳
の
頃
に
も
う
け
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
呂
公
は
、
漢
王
元
年
（
二
〇
六
）
に
臨
泗
侯
に
封
ぜ
ら

れ
、
同
四
年
（
二
〇
三
）
に
没
し
て
い
る
。
二
六
五
年
生
ま
れ
と

す
れ
ば
享
年
六
十
二
歳
と
な
る
。
そ
の
間
に
呂
雛
（
呂
后
）
を
も

う
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
も
し
呂
后
の
生
年
を
二
四
一
年
と

す
れ
ば
、
呂
公
二
十
四
歳
の
年
の
娘
と
な
り
、
兄
姉
が
存
在
し
て

い
た
と
し
て
も
さ
し
て
不
都
合
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
呂
公
の
娘
呂
誰
の
夫
と
な
る
劉
邦
は
生
年
が
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
二
五
六
年
生
ま
れ
と
考
え
る
と
、
一
九
五
年
に
没
し

て
い
る
か
ら
享
年
六
十
一
歳
、
呂
后
は
一
八
〇
年
に
没
し
て
い
る

か
ら
、
高
祖
よ
り
ト
五
歳
下
の
妻
で
あ
り
、
寿
を
同
じ
く
し
て
六

十
一
歳
で
没
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
高
祖
本
紀
に
描
写
さ
れ

た
情
景
の
時
点
で
は
、
舅
た
る
呂
公
三
十
九
歳
、
劉
邦
三
十
歳
、

呂
后
十
五
歳
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
も
こ
こ
に
至
れ
ば
、
私
の
言
わ
ん
と
欲
す
る
と
こ
ろ
は
、

自
ら
明
白
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
呂
不
鼻
と
呂
公
は
血
縁
関
係
に

あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
父
と
子
の
関
係
に
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。

こ
こ
で
戦
国
策
の
呂
不
霖
関
連
の
記
載
に
言
及
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
そ
れ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
濃
陽
の
人
呂
不
鼻
、
耶
鄭
に
質
し
、
秦
の
質
子
た
る
異
人
を

　
見
て
、
帰
り
て
父
に
謂
い
て
曰
く
、
「
耕
田
の
利
は
幾
倍
ぞ
」

　
と
。
曰
く
、
「
十
倍
」
と
。
（
曰
く
）
「
珠
玉
の
嶽
は
幾
倍
ぞ
」

　
と
。
曰
く
、
「
百
倍
」
と
。
（
曰
く
）
「
国
家
の
主
を
立
て
る
の

　
高
は
幾
倍
ぞ
」
と
。
曰
く
、
「
無
数
な
り
」
と
。
曰
く
、
「
今
、

　
力
田
疾
作
す
る
も
媛
衣
余
食
を
得
ず
。
今
、
国
を
建
て
君
を
立

　
て
れ
ば
、
沢
、
以
て
世
に
遺
す
べ
し
。
願
わ
く
は
往
き
て
こ
れ

　
に
事
え
ん
。
秦
の
子
異
人
、
趙
に
質
た
り
て
一
昴
城
に
処
る
」
と
。

　
こ
の
文
で
は
、
呂
不
霖
と
そ
の
父
と
の
対
話
と
な
っ
て
い
る
が
、

内
容
か
ら
見
て
こ
れ
は
お
か
し
い
。
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列
伝
で
は
蓄
積
し
た
千
金
を
携
え
て
都
耶
に
出
て
来
だ
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
お
く
と
し
て
も
、
「
田
畑
を
一
所
懸
命

耕
せ
ば
何
倍
の
利
益
を
収
め
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
よ
う
な

質
問
を
出
す
は
ず
が
な
い
。
「
珠
玉
を
あ
き
な
っ
て
の
儲
け
は
何

倍
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
問
い
も
、
す
で
に
商
人
と
な
っ

て
都
鄙
に
出
て
き
た
者
の
言
葉
と
し
て
は
合
点
が
ゆ
か
な
い
。

ひ
っ
き
ょ
う
す
る
に
、
こ
れ
は
実
際
に
あ
っ
た
父
子
の
会
話
で
は

な
く
、
呂
不
踪
自
身
が
自
己
の
体
験
か
ら
得
た
教
訓
を
自
が
息
子

に
語
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
父
呂
不
鼻
の
身
を
以
て
か
ち
え
た
教
え
に
従
っ
て
浦
に
や
っ
て

き
た
の
が
呂
公
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
後
の
彼
の
進
路
は
決

ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
自
身
は
、
既
述
の
よ
う
に
漢
王
元

年
に
臨
泗
侯
と
さ
れ
、
長
男
の
沢
が
周
呂
侯
、
そ
の
子
の
台
が
呂

王
、
同
じ
く
産
が
梁
王
と
な
り
、
次
男
の
釈
之
が
建
成
侯
、
そ
の

子
の
禄
が
趙
王
、
種
が
浦
侯
と
な
る
な
ど
、
一
族
そ
れ
ぞ
れ
顕
要

の
地
位
に
就
い
て
い
る
。
娘
の
雄
が
す
な
わ
ち
劉
邦
の
妻
呂
后
で

あ
る
。

　
ま
さ
に
、
国
家
の
主
を
立
て
る
の
嶽
は
無
数
、
数
え
切
れ
な
い

も
の
で
あ
り
、
国
を
建
て
主
を
立
て
る
の
余
沢
は
十
二
分
に
遺
さ

れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
八

　
以
上
、
仮
定
の
上
に
推
論
を
重
ね
て
、
次
の
よ
う
に
な
る
呂
氏

の
系
図
が
成
立
す
る
こ
と
を
推
測
し
て
み
た
。

　
　
呂
不
諒
－
呂
公
－
呂
后

　
そ
こ
で
。
祖
父
”
呂
不
鼻
と
。
孫
”
呂
后
と
の
間
に
何
ら
か
の

脈
絡
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
な
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
な
く

も
な
い
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
不
踪
が
賓
客
を
集
め
て
呂

氏
春
秋
を
編
纂
せ
し
め
た
が
、
こ
の
書
の
志
向
し
た
政
治
の
在
り

方
を
呂
后
が
実
践
し
た
と
認
め
ら
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。

　
漢
書
三
〇
芸
文
志
に

　
　
呂
氏
春
秋
二
十
六
篇
（
顔
注
。
秦
の
相
呂
不
諒
が
知
略
の
士
の

　
作
を
輯
め
し
も
の
な
り
）
。

と
あ
り
、
雑
家
二
十
家
四
百
三
篇
の
中
に
含
め
ら
れ
て
い
る
が
、

同
志
は
雑
家
に
つ
い
て

　
　
雑
家
な
る
者
は
蓋
し
議
官
に
出
ず
。
儒
・
墨
を
兼
ね
、
名
・

　
法
を
合
わ
せ
、
国
体
の
此
れ
有
る
を
知
り
（
師
古
曰
く
、
治
国
の

　
体
亦
当
に
此
の
雑
家
の
説
有
る
ぺ
し
、
と
）
、
王
治
の
貫
か
ざ
る
無

　
き
を
見
す
（
師
古
曰
く
、
工
者
の
治
、
百
家
の
道
に
お
い
て
貫
綜
せ

　
ざ
る
無
し
、
と
）
。
此
れ
其
の
長
ず
る
所
な
り
。
畳
な
る
者
の
こ
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れ
を
為
す
に
及
び
て
は
、
す
な
わ
ち
漫
羨
と
し
て
心
に
帰
す
る

　
所
な
し
。

と
あ
り
、
雑
然
と
諸
家
の
学
説
を
寄
せ
集
め
た
も
の
で
は
な
く
、

前
述
の
よ
う
に
資
治
の
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
呂
氏

春
秋
に
即
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
不
鼻
の
政
治
的
態
度
を
色
濃
く

反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ご
一
言
で
言
え
ば
、
道
家
者
流
に

近
い
考
え
方
で
あ
り
、
君
主
は
無
為
を
も
っ
て
よ
し
と
す
る
姿
勢

が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
彼
に
と
り
入
っ
て
舎
人
と
な
り
、

彼
没
後
秦
の
政
治
を
牛
耳
っ
た
李
斯
の
法
家
的
政
治
と
は
全
く

異
っ
た
も
の
で
あ
り
、
君
主
は
政
治
に
干
渉
し
な
い
こ
と
を
理
想

と
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
呂
后
の
政
治
に
つ
い
て
は
、
史
記
九
呂
后
本
紀
の
末
尾

に　
　
太
史
公
曰
く
、
孝
恵
皇
帝
・
高
后
の
時
、
黎
民
、
戦
国
の
苦

　
を
離
れ
る
こ
と
を
得
て
、
君
臣
倶
に
無
為
に
休
息
せ
ん
と
欲
す
。

　
故
に
恵
帝
は
垂
挑
し
、
高
后
は
女
主
に
し
て
称
制
す
れ
ど
も
政

　
は
房
戸
を
出
で
ず
、
天
下
晏
然
た
り
。
刑
罰
は
用
い
ら
れ
る
こ

　
と
芋
に
、
罪
人
是
に
希
な
り
し
。
民
稼
稽
に
務
め
、
衣
食
滋
殖

　
せ
り
。

と
あ
り
、
宛
ら
漢
書
説
く
所
の
雑
家
特
に
呂
氏
春
秋
の
理
想
の
君

主
像
の
役
を
果
た
し
て
い
る
と
断
言
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

九

　
主
題
の
呂
公
は
、
呂
不
譚
と
呂
后
を
繋
ぐ
ミ
ッ
シ
ン
グ
ー
リ
ン

グ
で
あ
っ
た
、
と
す
る
の
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
な
ら
ば
、
何
故
に
司
馬
遷
が
そ
の
こ
と
を
明
記
し
な
か
っ
た
か
、

と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
漢
の
太
史
令
で
あ
る
遷
は
、
い
っ
た
い
に
前
代
の
秦
人
に
対
し

て
は
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
で
い
る
が
、
と
り
わ
け
呂
不
踪
に
対
し

て
は
必
要
以
上
に
厳
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
遂
に
は
孔
子
の
謂

う
「
聞
」
で
あ
る
と
酷
評
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
の
子
息

が
劉
邦
を
援
助
し
て
創
業
の
大
功
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
を
述
べ

る
こ
と
は
、
立
場
上
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
一
般
に
遷
が
李
陵
の
禍
に
遭
っ
て
発
憤
し
て
史
記
を
完
成
し
た

よ
う
に
受
け
と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
趙
翼
が
廿
二
史
拍
記

の
冒
頭
「
司
馬
遷
が
史
を
作
り
た
る
年
歳
」
に
説
く
よ
う
に
誤
り

で
あ
っ
て
、
処
刑
さ
れ
た
遷
は
、
戦
慄
を
覚
え
、
史
記
の
完
成
の

為
に
漢
朝
の
意
に
逆
わ
ざ
る
こ
と
に
配
慮
し
た
も
の
と
推
察
で
き

る
。
　
も
し
も
筆
者
の
説
の
如
く
ん
ば
、
泰
漢
古
代
帝
国
の
成
立
は
、

呂
氏
一
族
の
野
心
と
財
力
に
よ
っ
て
成
立
し
得
た
と
も
言
う
べ
き
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で
、
宋
元
鼎
革
時
の
蒲
寿
庚
の
事
蹟
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
言
い
得

る
で
あ
ろ
う
。
識
者
の
高
教
を
待
ち
た
い
。

　
註
（
１
）
　
平
凡
社
、
一
九
三
九
。
な
お
、
「
呂
氏
の
乱
」
の
項
に
呂
氏
一

　
　
　
族
の
系
図
を
載
せ
て
い
る
が
、
「
臨
泗
侯
呂
公
」
と
あ
る
べ
き

　
　
　
と
こ
ろ
を
「
臨
溜
侯
呂
公
」
と
誤
っ
て
い
る
。

（
２
）
　
平
凡
社
、
一
九
六
二
。

（
３
）
　
西
嶋
定
生
『
中
国
の
歴
史
２
－
秦
漢
帝
国
－
』
講
談
社
、
一
九

　
　
　
七
四
。

（
４
）
　
宮
崎
市
定
『
史
記
を
語
る
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
九
。
（
『
宮
崎

　
　
　
市
定
全
集
５
－
史
記
－
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
ぺ
所
収
）
。

（
５
）
　
「
引
入
坐
」
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
水
沢
利
忠
『
史
記
会
注
考
証
校
補
』
同
刊
行
会
、
一
九
五
七
、

　
　
　
に
よ
る
と
こ
の
部
分
は
、
古
９
　
本
で
は
、
「
引
入
上
坐
坐
（
上

　
　
　
坐
に
引
き
入
れ
て
坐
せ
し
め
ん
と
す
）
」
或
い
は
「
引
入
坐
上

　
　
　
坐
（
引
き
入
れ
て
上
坐
に
坐
せ
し
め
ん
と
す
）
」
と
あ
り
、
漢

　
　
　
書
一
高
祖
本
紀
は
後
者
の
説
を
採
っ
て
い
る
。

（
６
）
　
こ
の
深
謀
密
語
の
内
容
を
、
劉
邦
は
腹
心
の
蕭
何
に
さ
え
秘
し
、

　
　
　
呂
公
は
妻
に
も
隠
し
て
い
た
こ
と
が
、
蕭
何
、
呂
姫
の
発
言
か

　
　
　
ら
知
ら
れ
る
。
な
お
、
史
記
五
三
蕭
相
国
世
家
に

　
　
　
　
高
祖
為
布
衣
時
。
何
数
以
吏
事
護
高
祖
。
高
祖
鶏
亭
長
。
常

　
　
　
左
右
之
。
高
祖
以
吏
錆
咸
陽
。
吏
皆
奉
銭
三
。
何
独
以
五
。

　
　
　
と
あ
り
、
両
者
の
イ
ン
テ
ィ
メ
ッ
ト
な
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
　
工
太
后
、
す
な
わ
ち
武
帝
の
生
母
で
あ
る
。

（
８
）
　
両
児
は
、
こ
の
場
合
は
娘
と
孫
娘
の
二
人
の
こ
と
で
あ
る
。

（
９
）
　
愚
と
は
、
『
史
記
会
注
考
証
』
の
著
者
、
君
山
　
滝
川
亀
太
郎

　
　
　
氏
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
史
記
十
孝
文
本
紀
に
孝
文
帝
が
露
台
を
作
ろ
う
と
し
て
見
積
ら

　
　
　
し
た
と
こ
ろ
、
直
百
金
と
出
た
の
で
、
「
百
金
は
、
中
民
＋
家

　
　
　
の
産
な
り
」
と
答
え
て
断
念
し
た
と
あ
る
。
こ
の
百
金
を
解
い

　
　
　
た
正
義
に

　
　
　
　
漢
法
に
て
は
一
斤
を
一
金
と
為
す
。
一
金
は
直
万
銭
な
り
。

　
　
　
百
金
は
直
千
貫
な
り
。

　
　
　
と
あ
る
。

（
Ｈ
）
　
田
中
謙
二
・
一
海
知
義
『
史
記
口
』
朝
日
文
庫
、
一
九
七
八
、

　
　
　
五
二
頁
。

（
1
2
）
　
宮
崎
氏
は
、
史
記
の
列
伝
の
う
ち
で
出
色
の
も
の
は
、
起
承
転

　
　
　
結
の
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
が
、

　
　
　
呂
不
諒
列
伝
も
そ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
同
氏
「
史
記
李
斯
列
伝
を
読
む
」
（
「
東
洋
史
研
究
」
三
五
－

　
　
　
四
、
一
九
七
七
。
同
氏
前
掲
書
所
収
）
。

（
1
3
）
　
宮
崎
市
定
「
史
記
貨
殖
伝
物
価
考
証
」
（
『
京
都
大
学
文
学
部
五

　
　
　
十
周
年
記
念
論
集
』
一
九
五
六
、
同
氏
前
掲
書
所
収
）
。

（
1
4
）
　
永
田
英
正
「
礼
忠
簡
と
徐
宗
簡
に
つ
い
て
」
（
「
東
洋
史
研
究
」

　
　
　
二
八
－
ニ
・
三
、
一
九
六
九
、
同
氏
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
同

　
　
　
朋
社
出
版
、
一
九
八
九
、
所
収
）
。

（
1
5
）
　
説
苑
正
諌
篇
で
は
、
賭
け
事
中
に
酔
い
し
れ
た
膠
毒
が
、
「
吾

　
　
　
は
乃
ち
皇
帝
の
仮
父
な
り
。
恵
人
子
、
何
ぞ
敢
え
て
乃
ち
我
に

　
　
　
冗
せ
ん
や
」
と
大
声
で
わ
め
い
た
の
で
、
相
手
が
皇
帝
に
直
訴

　
　
　
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
作
り
話
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
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（
1
6
）
　
郭
沫
若
『
十
批
判
書
』
邦
訳
、
野
原
四
郎
・
佐
藤
武
敏
・
上
原

　
　
　
淳
道
訳
『
中
国
古
代
の
思
想
家
た
ち
』
下
、
岩
波
書
店
、
一
九

　
　
　
五
七
。

　
　
　
　
十
　
呂
不
踪
と
泰
王
政
と
の
批
判
。

（
1
7
）
　
市
籍
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
に
は
、
重
近
啓
樹
「
秦
漢
の
商

　
　
　
人
と
そ
の
負
担
」
（
「
駿
台
史
学
」
七
八
、
一
九
九
〇
所
収
）
が

　
　
　
あ
る
。

（
1
8
）
　
銭
穆
『
先
秦
諸
子
繋
年
』
下
冊
、
香
港
大
学
出
版
社
、
一
九
五

　
　
　
六
。
六
二
〇
頁
。

（
1
9
）
　
銭
氏
右
掲
書
。
通
表
第
四
。

（
2
0
）
　
漢
書
九
七
外
戚
伝
。

（
2
1
）
　
呉
海
林
・
李
延
浦
『
中
国
歴
史
人
物
生
卒
年
表
』
黒
竜
江
人
民

　
　
　
出
版
社
、
一
九
八
一
、
に
拠
れ
ば
、
本
稿
に
関
係
す
る
人
物
の

　
　
　
生
卒
年
は
次
の
如
く
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
西
紀
前
、
呂
公
の
生

　
　
　
年
は
筆
者
の
推
定
）
。

　
　
　
　
　
呂
不
霖
　
　
？
　
－
二
三
五

　
　
　
　
　
呂
公
　
　
二
六
五
－
ニ
○
三

　
　
　
　
　
始
皇
　
　
二
五
九
－
二
Ｉ
○

　
　
　
　
　
劉
邦
　
　
二
五
六
－
一
九
五

　
　
　
　
　
呂
后
　
　
二
四
一
－
一
八
〇

（
９
９
一
）
　
日
原
利
国
編
『
中
国
思
想
辞
典
』
研
文
出
版
、
一
九
八
四
、
の

　
　
　
「
呂
氏
春
秋
」
の
項
（
竹
岡
八
雄
氏
執
筆
）
参
照
。

（
2
3
）
　
桑
原
院
蔵
「
蒲
寿
庚
の
事
蹟
」
（
同
氏
全
集
第
五
巻
、
岩
波
書

　
　
　
店
、
一
九
六
八
、
所
収
）
。
但
し
、
引
き
合
い
に
出
し
た
か
ら

　
　
　
と
言
っ
て
、
博
士
の
不
朽
の
名
作
の
価
値
を
少
し
も
減
ず
る
も

　
　
　
の
で
な
い
こ
と
を
念
の
た
め
申
し
添
え
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
五
年
七
月
七
日
稿
了
。

-32-


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16

